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一文字葺（平板葺）

中　間　検　査
	区　分
	チ　ェ　ッ　ク　ポ　イ　ン　ト
	良
	否
	改善方法

	下　地
	野地板が、12㎜以下の場合においては､葺板１枚当たりの吊り子止めがたる木１～２ヵ所を固定してあるか。
	
	
	

	
	葺き板の大きさや形状に適合した野地板（下地）となっているか。
	
	
	

	
	下葺材は、防水シートが使用されているか。
	
	
	

	
	下葺材の重ねは、長辺部100㎜、短辺部200㎜以上となっているか。
	
	
	

	
	広小舞の形状や寸法、取付け状態はどうか。
	
	
	

	
	断熱材の使用は指定してあるか、又、指定の物と同等以上の効果のあるものが使用されているか。
	
	
	

	
	屋根勾配は3/10以上になっているか。
	
	
	

	材　料
	銅板の場合は、りん脱酸銅板が使用されているか。
	
	
	

	
	銅板の場合の板厚は、0.35mm以上で、谷板についても0.35mm以上が使用されているか。
	
	
	

	
	吊り子止めに用いる釘は直径2.0㎜、長さ32㎜以上が使用されているか
	
	
	

	
	吊り子の大きさは､幅30㎜、長さ60 mm以上の物が使用されているか。
	
	
	

	
	板厚や素材については指定の物と同等以上のものが使用されているか。
	
	
	

	
	本体からの雨漏れ等を考慮して、下地材の選定や敷き込みに留意してあるか
	
	
	

	
	本体のハゼの大きさは、幅15mm以上となっているか。
	
	
	

	墨出し
	割付け、墨出しが正確に行われているか。
	
	
	

	唐　草
	継ぎ目重ねは、30mm以上となっているか。
	
	
	

	
	垂れ下がりは、野地板等と10㎜以上長くなっているか。
	
	
	

	
	唐草の取付けは野地板に32㎜以上の釘を用いて固定してあるか。
	
	
	




	支部長印
	保証委員長印
	担当事務局印

	
	
	


㈱全日本建築板金保証センター
鳥取県支部長　殿

	工事現場名
	

	受　付　番　号
	第　　　　　　　　　号

	検　　査　　日
	平成　　年　　月　　日

	再　検　査　日
	平成　　年　　月　　日

	提出日
	平成　　年　　月　　日

	工事完成予定日
	平成　　年　　月　　日






　　
　上記項目に従い検査を行ったことを認めます。

検査員資格番号　第　　　　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査員氏名　　　　　　　　　　　　　
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一文字葺（平板葺）

完　成　検　査

	区　分
	チ　ェ　ッ　ク　ポ　イ　ン　ト
	良
	否
	改善方法

	けらば納め
	けらばの唐草を釘止めする場合は､32㎜以上の釘で、上部と正面から間隔を450㎜以内に打ち付けてあるか。
	
	
	

	棟　納　め
	棟包みは､棟板に32mm以上の釘を455mm間隔以内で止めてあるか。
	
	
	

	
	棟包みの継ぎ手部分は下部上部をあだ折し、シーリング材を注入してあるか、又は、ハゼ組みとなっているか。
	
	
	

	水上部分の
雨押さえ
	雨押え板は、適切な形状で強度のある寸法の板が強固に取り付けてあるか。
	
	
	

	
	雨押え板に32mm以上の釘を455mm間隔以内で止めてあるか
	
	
	

	屋根流れ方向
雨押さえ
	水切は、下側は屋根材になじみよく取付け、他端は120mm以上の立上りとなっていてあだ折りがされているか。
	
	
	

	
	継ぎ手部分は、棟の納め方に準じて施工されているか。
	
	
	

	
	水切の立上り寸法は、120㎜以上の立上りとなっていてあだ折りがされているか。
	
	
	

	そ　の　他
	屋根材の表面に傷はないか。又、タッチアップ等の補修がしてあるか。
	
	
	

	
	屋根の上や関係する場所の清掃は行われているか。
	
	
	



	支部長印
	保証委員長印
	担当事務局印

	
	
	



㈱全日本建築板金保証センター
鳥取県支部長　殿

	工事現場名
	

	受　付　番　号
	第　　　　　　　　　号

	検　　査　　日
	平成　　年　　月　　日

	再　検　査　日
	平成　　年　　月　　日

	提出日
	平成　　年　　月　　日

	工事完成予定日
	平成　　年　　月　　日
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